
平成２８年度第２回箕面市廃棄物減量等推進審議会 会議要録

１ 箕面市一般廃棄物処理計画について

【案件１】 現計画における目標値及び各施策等の検証（資料１、２、３）

【案件２】 プラスチック製容器包装（モデル事業）の検証（資料４）

２ 案件について

開催日時開催日時開催日時開催日時 平成２８年１１月２９日(火) 1０：00～1２：０0平成２８年１１月２９日(火) 1０：00～1２：０0平成２８年１１月２９日(火) 1０：00～1２：０0平成２８年１１月２９日(火) 1０：00～1２：０0

開催場所開催場所開催場所開催場所 箕面市環境クリーンセンター 3階大会議室箕面市環境クリーンセンター 3階大会議室箕面市環境クリーンセンター 3階大会議室箕面市環境クリーンセンター 3階大会議室

出席委員数出席委員数出席委員数出席委員数 ８名８名８名８名

欠席委員数欠席委員数欠席委員数欠席委員数 ５名５名５名５名

傍聴者数傍聴者数傍聴者数傍聴者数 ０名０名０名０名
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【案件１】 現計画における目標値及び各施策等の検証

【案件２】 プラスチック製容器包装（モデル事業）の検証

【参考資料】 箕面市地域循環型社会形成推進地域計画

・以上 3件について、一括して事務局説明

【主な質疑応答】

資源化量の実績値で集団回収量が減少している理由は何か。

特に新聞類の回収量が減少したもので、現在インターネットやスマホでニュースが

読めるようになったので、特に若い世帯の中で新聞を取らなくなった人が増えたた

め、全国的にも減少している。

ダンボールや新聞紙など集団回収の排出場所について、特に新しく来られた方

はわかりにくいため、いつ、どこに出せばいいのか分からないので、仕方なく燃える

ごみに出している。

現在、集団回収実施団体が約２００団体あり、一部の方で自治会や子ども会に入

っておられない方が困っておられると思う。すべての地域を網羅できていないので空

白地帯や団体と業者で直接契約をしているため、排出場所が分からないという問い

合わせがあれば、排出場所をお教えしている。他の制度として、月１回公共施設でキ

ャラバン回収を実施している。
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排出場所を明確に分かるようにならないか。どこに聞いたらいいかもわからない。

キャラバン回収については、月１回小学校等公共施設で実施しており、広報紙「も

みじだより」にも場所を掲載している。また、回数の頻度、空白地帯も含め今後検討

していく。

適正処理困難物とは具体的にどんな物があるのか。

スプリング入りマットレス、自動車部品等で市のホームページにも掲載しており、臨

時収集で対応している。

不法投棄で自動車のバッテリーやボンベのような物の処理をどうしているのか。

LPガスボンベについては法的にも処理できないので刻印から事業者を割り出し引

き取ってもらう。また、自動車のバッテリー等についてはクリーンセンターで適正に処

理している。

ペットボトルのリサイクルの状況はどうか。

各拠点及び各家庭から回収した後、クリーンセンターで減容処理後業者に売り払

っている。業者はそれを洗浄し、細かく砕いてフレーク状にして売り払い、すべてリサ

イクルされている。リサイクル製品については制服等にリサイクルされている。

リサイクル処理されたものと新しいものとはコストはどうか。リサイクルのコストが新た

に作るよりも高いという議論もあった。

新しいフレークを購入するより、リサイクル処理したフレークを購入する方が安いと

業者から聞いている。

分別収集のメリットが問われるところだ。経済的にも箕面市で出されるペットボトル

の質は良いのか。

かご型容器で出されるので、外から見てよくわかるので混ざり物が少ない。容リ協

で A ランクとなっている。

箕面市民の意識の高さが表れている。

不法投棄のほとんどは箕面山であるが、不法投棄は増えているのか、減っている
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のか。

現在、市内の大きな不法投棄場所はない。以前は止々呂美とか止々呂美林道で

あったが、監視カメラを設置してからはなくなった。山のパトロール隊にもご協力いた

だいている。また、箕面市不法投棄対策連絡会で年１回共同収集している。

勝尾寺川にまだ残っているが、斜面で危険が伴う。池田土木が清掃を予定してい

るようだ。

総ごみ発生量で１世帯当たりの１日ごみ発生量はどれくらいか。

１世帯あたりの資料は今は持ち合わせていないが、市民１人当たりの１日の排出

量は平成２３年度で 883グラム、平成 27年度では 869ｇと減少の傾向にある。

大阪府が速報値を出しているので、次回に示してほしい。

資源化量のところで一部処理量より資源化量が多くなっているのはどういうことか。

3月 31日の年度替わりにおいて、すべて引き取ってもらえなかったため差が生じ

たものである。

給食残渣と剪定枝のチップを合わせて堆肥化する中で、どれくらいの給食が残っ

ているのかデーターはあるのか。

給食残渣だけではなく食材の調理残渣も含め大きなバケツに入っているので、ど

れだけの給食残渣があるのかは不明である。

地産地消も進めている。給食の廃棄率を減らす取組も必要だ。

総ごみの発生量が減少している中身は、集団回収が減っていることによるもので

あるが、本来なら家庭系ごみや事業系ごみが減少して、むしろ集団回収量は増加し

ても総ごみ量が減っているほうが自然であると思う。ごみ総量を減らすために、集団

回収をもっと減らせとならないように注意すべき。

集団回収量が減少するということは、新聞を取らなくなったこととその他の要素があ

るが、より資源化を進めていく必要がある。また、家庭系及び事業系ごみの減量もさ

らに進めていく必要がある。
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他にご質問等は、あるか。

特にないようなので、今日の審議会は終了する。

次回の日程をお知らせ願いたい。

次回の開催予定は 2月を予定している。 内容等が整えば、ご案内する。

以上をもって、平成２8 年度第２回箕面市廃棄物減量等推進審議会を終了する。


